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〈まちの縁側〉とは、内と外の境界のとけた、小規模多機能混在の、出会いと交流のある柔らかい居場所のことであ

る。本研究は、市街地内に立地する既存住居・店舗・公共空間等のストック活用によるくまちの縁側〉の典型事例をすく

いあげ、高齢少子社会における住宅市街地再生につながる可能性を考察した。〈まちの縁側〉づくりは、捨てられてい

たものが噺しい状況のもとでそのあり方を求めてリフォームされるとともに、ヒト、モノ、コトの相互作用豊かな高次元空間と

しての「場所」のカが回復・再創造されるプロセスである.それは「作られたもの」から「作るもの」へと変容させる主体的能

動的営みである。そのことにかかわる住民・専門家らは、事実的なものと感覚的なもの、自己と他者の間の柔らかい関係

のおもむきに共感する「人間力jを育くむ。

キーワー-ge:ユ)まちの縁側,2》ストック活用,3)再生,4)相互作用,5)相互浸透,

6)場所の力,7)人間ヵ
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1.はじめに一観究の目的

高齢少子社会では、地域社会が彼らの住まうことと生

きることを相互に支援するしくみが不可欠である。その

ことにより、高齢者や子どもは日常のくらしのリズムの

中で自らの生命と住まい方を豊かに育くみつづけられる。

これからの相互支援型社会にあっては、子どもから高齢

者までの多世代が居住地で自ら出会い、交流できる場と

機会をえることにより、ひとりひとりの住み手がよりよ

く生きる条件を獲得していく。

一方、現在の住宅市街地には空家・空店舗が相当数み

られるとともに、居住地における既存の公共空間は必ず

しも生き生きと使われることなくデヅド・スペース化し

ている傾向が強い。これらのv鋼a磁anddead81遡ce(ユ

ーザー利用から見放された空問)に、子どもからお年寄

りまでの多世代のユーザーの利活用が触発されるプロセ

スデザインをしくむことにより、捨てられていた空間が

人々の活動の息づく場所に変容していく状況づくりが必

要である。

打ち捨てられていた冷たく固い珊ace・空間を、ユー

ザーの多様な利活用によってあたたかく柔らかいplace・

場所に変容させていくことが、高齢者や子どもの安心感

を高めることになる。ここでいう"pぬ(ガ・「場所」と
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は、住み手・ユーザーの感情・ふるまい・記憶・自発性

といったものが付加された多義的な場のことをいう。と

ころで、「場所」をキーワードにした最近の論考で注目

されるのは、ドUレス・ハイデンの「場所のカ」注1)

である。彼女のいう「場所のカ」とは、堵肺の景観に

秘められたカ、市民がもっ社会の記憶を育むカ」と意味

づけられたが、ここでは基本的にはそれに触発されつつ、

マクロな都市景観という広がりよりも、住み手のミクロ

な生活景観にこめられた記憶を育くむ力という意味で使

う。記憶という人間の生命の重要な側面を育くむ「場所

のカ」をひきだすのは、そこにかかわる利用者と専門家

など多様な人々の想像力、活動力、洞察力などである。

そのことを「人間力」というならば、打ち捨・てられてい

る空間が「人間力」によって「場所のカ」が呼びさまさ

れ、両者の相互浸透は、ソフトとハードの相互作用が自

然に生成する独特の開かれた揚所を生みだすことになる,

このようなco㎜鵬alplace、即ち、ともに在る・居るこ

とによりくつろぎ感が得られる場所を、本研究では〈ま

ちの縁側〉と呼ぶ。注2)

ここでいうくまちの縁側〉は、直喩的に物理的「縁

側」を指すのではなく、内と外がとけるやすらぎのある、

休息とともに応接にも作業にも使える、ふらりとやって

くる人々を包みこむ、などの「縁働のもっているメタ

ファー(暗喩)としての意味である、くまちの縁側〉と

は、内と外の境界のとけた、ぬくもりにひたされた小規

模多機能のまざりあいの柔らかい場所のことである.

〈まちの縁側〉の空間利用は、「私」を開いて「共」

としたり、「公」の境界を開いて「共」に変容すること

により、閉じた固い「空間」を開かれたやわらかい「場

所」に生成するという利用面の最適化を図ることに特徽

がある。

今日の住宅市街地にみられる多様なvacant.and({ead

spaceを、こうした意味のくまちの縁側〉に変容・孜

造・育成ずることにより、加えて、「私」的空間を周り

 に開くことにより、子どもから高齢者までσ)多世代連携

のコミュニティを再生することとなる。

本研究の目的は、「場所の力」と「人間力」の相互浸

透によって生成する〈まちの縁側〉の必要性と可能性を

考察・構想し、高齢少子社会における住宅市街地・コミ

ュニティ再生の新しい方法の有効性を検証することであ

 る。

2.本硯究の方法

2.9調査封象の類型化

開発・フローの時代の20世紀から、ストック活用・育

成の時代の21世紀へという時代の流れの中で、くまちの

縁側〉は、地域資源としての空家・空店舗などの有効活

用により、まちの衰退に歯止めをかけ、入もまちも元気

になるまち育てにつながる状況づくりが大切である。

こうした背景のもとに、多様なくまちの縁側〉が成立

しつつある。そこでそうした空間を類型化してみると、

民聞空問と公共空間に先ず区分けされるとともに、前者

には住居系空間活用型と商業系空間活用型がある。さら

に、それらは内部空間中心型と外:部空間中心型がある。

このように所有・管理軸としての公・民と、空間領域と

しての内・外の二軸からなるくまちの縁側〉分類表がで

きる。ここに、〈まちの縁側、と考えられる事例をあて

はめてみると、表2-1のようになる。全体に、民間の既

存住宅の活用型と商業空間活用型のケースが多い。公共

空間にも住宅団地や公園などにくまちの縁側〉的活用が

みられる。

2.2事側調査の麺象

表2・-1にみられるくまちの縁側〉事例の中から、ケー

ススタディの対象として、既存空間の型、多機能混在、

出会いと交流の豊かな典型事例16を選んだ(図2・-1)。

2.3調査方法

16ケースについては現地調査を行ない、基本属性や活

動状況等の資料収集、活用と「場所の力」等の観察、人

問関係や人間力等のヒヤリングを行なった。

さらに2ケースにっいては、調査者自らがそれぞれの

縁側活動のスタートから今臼に至るまでの状況づくりの

担い手として、インサイダーとしての評価・分析を行な

った。そこには、Partぬpa並Resgarcherとしての参加型
調査の方法が意識されている。
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図2-1調査鱈象総事例の地域分布
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表2-f〈まちの縁翻〉分類表

    願盲内翻空間中雌外部i聖圏中簡
    ①木附の里・ふれあいPUB△くれよんBOX(名古屋市昭和区)
    (愛知県春日井市)ムクニハウス(名古屋市千種区)

    笹⑫まちの縁側MOMO(名古屋市東区)ムメディウム(名古屋市北区)蝋
    居㈲Npo笑顔幅岡市南凶△儘叡愛知県春日井市)}「
    系△浜田のまちの縁側(島根県浜田市)△あんきやリビング(岐阜県高山市)
    落△縁側サミット(三璽県鈴鹿市)ムハナさんハウス(川瞬市川崎区)

    民闇血用型△とねりこの家く京都市上京区)△瑞穏デイセンターえんがわ△ぼちぼち長屋(愛知県長久手町)(名古屋市瑞穂区)△高齢者グノレープハウスほ・っと館△佐倉こどもステーション
    工聞(東京都江戸川区){千葉県佐倉市)

    ④高齢者こんびに・ばじる(北海道美饒町)△雁ぶらサロン・雁ぶらショップF⑨北の屋台(北海道帯広市)

    商業系活⑤のっぽろまち育てプロジェ外(名古屋市瑞穂区)(北海道江別市)ムピンポンハウス(名古屋市天白区)⑥ギャラリーライク・エア(名古屋市北区)△上土手スクエア(青森県弘前市)⑩らくらくえんオフィス(広島市佐伯区)
    雨⑦空町昼市(岐阜県高山市)△なちゅ(愛知堅半田市)
    璽一⑤三八屋(愛知県一宮市)△からほり倶楽部(大阪市中央区)

    △おっこうや(高知県赤岡町)△着物の工藝ヲジマヤ(名古屋市西区)
    団⑪ふれあい喫茶・グリーングラス⑫西小中台オープンカフェ

    公鯉(東京都武蔵野市)(千葉市花兇川区)
    共型一⑬秋津小学校コミュニテ弟ルーム(千葉県習志野市)⑭草津まちづくり爽流広場(広島市西区)
    空}餉⑮長屋門公園(横浜市瀬谷区)
    間醗⑯京橋川オーブンカフヱ通り
    型(広島市中区)

〈注〉①～⑯:本論における典型婁倒比較の対象、◎詳細考察の対象、△その他

3.ケーススタディにみるくまちの縁翻〉鱒性

16のケーススタディの調査結果を、相互比較のうちに

くまちの縁側〉特性を把握するために、表3-1に集約し

た。項目別に以下に特徴を解読してみよう。

イブ住宅のリビング括用に至るまで、全て、既存空間の

新しい視点からの活用・使いこなしである。

〈まちの縁側〉は、幅の広い既存空間の改造・再利用

により人々の出会いと交流を活性化させる揚である。

3.1立地特健

都心・市街地立地のものが9事例、郊外立地のものが

7事例であり、全体にまち中にコミュニティの元気を回

復・再創造せんとするものが多くみられる。

3.2規模特性

建築的内部空間活用型のものでは、かっての天ぷら屋

という小店舗を改造した⑧三八屋のように、4坪(132

㎡)という小規模のものから、最大でも秋津小学校コミ

ュニティルームにみる260㎡程度であり、全体に比較的

小規模である。外部空間活用型では、最小西小中台オー

プンカフェの75M2、最大⑮長屋門公園の3.5haである。

3.3空間特盤

既存空間のリノベーション・再活用型が12事例にのぼ

り、全体にストックの有効活用に特徴がある。住居系と

しては、古い歯医者、ゲタバキアパートの改造、商業系

としては、古い自転車屋、天ぷら屋などの空き店舗改造

がみられる。公共空間では、小学校空き教室活用や、公

園での伝統的家屋群の再生・配置による活用などがみら

れる。他の4事例も、⑨北の屋台のような中心商店街の

火事の焼跡の活用から、①ふれあいPUBのコーポラテ

3.4動機特性

外在的動機としては、全体に共通して地城住民の高齢化、

人間関係希薄化、空店舗増加、市街地の衰退等の危機感

である。内在的動機としては、⑥ギャラリーライク・エ

アのように、現代文明の機械主義を反省して、手づくり

文化への志向、⑧三八屋のように、「三八市」という地

域の歴史的伝統の回復・再創造志向、⑬秋津小学校コミ

ュニティルームのように学校と地域の融合によるコミュ

ニティ運営志向など、各ケース固有の内発的まち育てへ

の志が特徴的である。

3.5機能特盤

〈まちの縁側〉の機能に着眼してみると、出会いと歓

談と交流は全てに共通している。加えて、プロジェクト

によって特色があるが、飲食、制作、演奏、展示、鑑賞、

販売、学習、癒しなどの多面的役割のひろがりをもって

いる。これらの機能の組み合わせは、ケースによって特

異である。③笑顔は、民間デイサービス、子ども文庫、

コミュニティレストラン、様々な.文化教室等、⑤のっぽ

ろは、縁側サミット、子ども土曜学校、「軒先ジャッ

ク」(商店前でのパフォーマンス)、食事会等、⑮長屋

門公園は、昔ながらの年間行事、伝承行動を中心に、年

間6万人が「むかし」に会いにくるといった格別な出会
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表3-1典型事翻の特徴比較

        プロジェクト名1基本属性2内容概要3動機4コスト(2003年)        タイプ・立地条件・所有者噸}所特性・霞金        ・立地タゴプ。運営主体剃用特性・家賃

        ・開始年剃用空岡面稽・収支

        a戸建住宅型1ふれあいPUB・春日井市木附町・黒野雅好氏・コーポラティブ住宅木附の里の一角・クロスクラブから発展・高齢化が進むNTでのたまり場づくりへ・自宅活用、飲食持寄りのため、経費発生せず        ・郊外祠上・高蔵寺ニュータウンのまち育てに興味をもっ人々が月に1回1晶持寄り集う
        ・L995年・40㎡

        既存家屋再生2まちの縁側MOMO・名古屋市東区代官町・可知氏・古い歯医者さんの木造家屋の一角を改装・「橦木館育くみ隊」の活動の機縁・一宮市市民参加型公        ・都心部・NPO法人まちの縁側育くみ隊・地域住民が立ち寄れるサロン、ギャラリー。行政などとの打合せの揚ともなる・NPOオフィスも含共施設設計へのかかわりめて家賃20,000円
        ・2003年・35㎡・収入16万円、支出4万円

        ・郊外団地・同上・民間デイサービス、子ども文庫、コミュニティレストラン、様々な文化教室等・家賃6.5万円        ・2000年・隻87㎡。±0

        4高齢者こんびに「ぱ・じ・る」・北海道美幌・協同組合高齢者こんぴに・空店舗改修・申心市街地の衰退・高齢社会への対応の悩み・地区外専門家からの触発・当初補助金        ・中心市街地・同上・地元のボランティアに支えられながら、町内の住民の憩い、情報の共有の場として定着・活動を持続できるだけの収益
        ・2001年・187!㎡

        5のっぽろまち育てプロジェクト・北海道江別市・商店街・空店舗改修・地区外からの刺激・縁側サミットへの地元主婦を中心とした住晟からの大入気・当初補助金        ・中心市街地・まちつく諄}グループACEを中心とした地区内外住民・縁側サミット、サタデーのっぽ、軒先ジャック、月一迷店など多様な活動・市からの補助
        ・2002年・40π㎡

        6ギヤラリーライク・エア・名古屋市北区大曽根・家主・従前自転車屋の店舗改装・これまでの機械圭義を反省して、手づくりの焼物と付き合う・出資者2名(48万円)        ・市街地・小川茂氏(店主)・家賃m万円

        ・2000年・約100!㎡・売上30万円(50%収入)

        7空町昼市・高山市空町・地元経営者・空店舗リノベーション・高齢者増加と空店舗増加・「高山市まちづくり・住まいづくり研究会」の活動から生まれる・改修費は助成金        ・中心市街地・飛騨地域研究会・高齢者向けに新鮮な野菜や日用雑貨を月2回程販売・家賃無料
        ・2001年・土間+座敷計約80㎡・出展者独立採算制

        8三八屋・一宮市本町・桜井氏・4坪の空店舗(天ぷら屋)・三八市という歴史的にぎわいに思いをはせて、多様な市民のコミュニケーション空間を目指して        ・中心市街地・星野博氏(店主)・時間シェアショップ、日によって店主がかわり、喫茶店、地ビール屋、ギャラリー、工房など・家賃6万円        ・2001年・13.2㎡・収入田万円、支出4万円

        d商業空間活用9北の屋台・北海道帯広市・北の起業広場協同組合・540互㎡の小街区に20屋台・中心市街地衰退の危機感・市のTMO事業をきっかけに外部専門家との議論・3000万補助金        ・中心市街地・同上・食品種毎に4ブロック、東西の間口を各商店街通りに面し、地区内外からの客で賑わう・レンタル約50万        ・2001年・540㎡・オリジナル約200万円
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       5縁側活動6場所のカ7入間力8今後の課題9キーワードプロジェクト名       ・空問リブ孝一ム前後の特徹・関走,る主体、キーパーソン

       ・記癒のよびさましとしての場駈の特性・人間模様       ・地元の艶想力・溺察力

       ・コーポラティブの勉強会、地域通貨「高蔵寺ふれあい手帳」の発行・子どもを対象として「お泊り会」など・住居のリビングルームが集会所のように開かれている・黒野氏(住民)、寺島氏(設計者)、林さん(ミニコミの編集)・今は一定の役割を終えて一時休止。住民主体のタウンマネジメントを目指して次なる仕掛けを模索中謡一ポラテイブハウスふれあいPUBネットワークふれあいPUB       ・共用の道側に開かれ、内外一体となった建物は「縁側」そのもののような場・子連れの参加が多く、多世代交流の舞台
       

       ・NPOの縁側的役割(くっろぎ感ある打ち合わせ空間)・1年間に13回にわたるギャラリー活動、縁側サミット、おしゃべり幸房など・診察室、技工室の再利用にあたり、エコロジカルな工夫・土屋さん(主婦)、ボランティアスタッフに女性が多い・「私」と「他者」のユーズームゲな関係の中でコミュニティを育んでいくこと古民家再生コミュニティアート表現相互敬愛まちの縁側MOMO       ・古い木造空間の親密感にいっそう優しさを添えた・思いがけない創作経験が文化的存在に至らせる
       ・表と裏の間に中庭がある・表現、剃作、評価、交流は相互敬愛の関係を生む

       ・民間デイサービスの高齢者同志の交流が盛ん・子どもが「自ら選んでいく」子ども文庫、将棋教室・子ども料理教室は多世代交流の場・1階店舗は壁を撤去してデイサービス・「夢を迫う」古賀氏、バックアップする田中氏、専門家浜瞬氏・「笑顔」の力で難しい課題をひもとき、ストーリー性のあるcomixのような笑いをさそうおおらかさをさらに高めていく宅老所子ども文庫一、一コ美ユニア』イレストラン混ざり合い笑顔CQ-mix       ・元駄菓子屋、散髪屋などの「コミュニケーションを生みやすい」「下町的な入情味のある」「生活そのものを包みこむj要素をひきついでいる・「笑顔」はドラマの連続、笑いのたえない時間の流れ       ・「思えばできる」という取組みへのポジティブな姿勢

       '地元住民の趣味、特技が多様に日常的に展開(そば打ち同好会、おしるこ等)・イベント(クリスマス、まちづくりコンクール等)・荒れた空店舗を住民による自由造作・3年間の学習の中で地元キーパーソンあらわる・1周年、2周年記念と持続的に運営展開、各賞受賞など地元活動にも少しずつ浸透、さらなる展開へ中心市街地高齢者目曜大工創作活動高齢者こんびに「ぱ・じ・る」       ・当初広すぎると思われていた空間も手狭になるほど使いこなし・自覚的な生活者、まちづくり人が育まれてきた
       ・囲炉裏、畳の活用・地域住民による自主運営

       ・縁側サミットの作品が通りに彩りを添える・サタデーのっぽの子どもの土曜学校での制作活動・月一迷店の食事を楽しむ男衆など・店舗改装に加えて食事室、キッチンを増築・地元主婦がコアメンバー、地区外専門家が支援'市の事業(顔づ中心市街地くり事業)とも連動空店舗のっぽうまち育てプロジェクト       ・高齢者や男衆の実験的な食事会の場により和みのある場に育ちつつある・商店主たちを触発しつつ、町並み整備事業などハードとのっながり子ども大学生
       ・主婦、子どもたちの制作活動の創造的気運

       ・イベント企画(まち再生塾、つかのまのこどもの居場所)・店主と客の関係、8割が女性、お茶を出して長話・店主と近隣の関係、外と内がっながっている、声のかけあい・まちなみ再生塾というワークショップを開いて改装・小川氏の私発の活動・まちなみ再生塾を行ないつっ、カフェなどの新たな展開を検討中古民家再生ギヤラリーセルフビルドギヤラリーライク・エア       ・中学生の体験学習の場・手づくりの循環のスローライフ

       ・土壁、漆喰、筋交い入れなど。「打ち水」・自立した個人の存在と、もたれあいではない創造的化学反応

       ・気軽にフラリと寄れる拠点・高齢者を中心とした地域住民同士が出あう・元お菓子の,.1造・販売店のコンクリートたたき活用・キーパーソンは飛騨地域研究会のコアメンバー・ロールモデル、プレイスモデル、ビジネスモデルの視点からの検剖空家・空店舗中心市街地高齢者1}空町昼市       ・土間スペースが立ち寄りやすさを生んでいる・近隣住民も好意的に迎えてくれる

       ・「近所の人がこれだけ顔を合わせる機会はめったにない」(企画者)・i押し付けがましくなくやる

       ・表現活動、商業活動の場・食、音、創をわかちあう場・出会い、交流、創造の市民活動の拠点場所・「てんぷら屋」を「まち遊び」仲間のアーキテクト・ビルダーにより改装工事・星野博氏は自らの活動を「まち遊び総研」と称す・中心市街地活性化の試みとしてのまちの縁側の可能性をひろげる時間・空問ネットワーク自己実現志1三握i       ・地域内外で志をもって能動的に活動する「志民」

       ・家具は一宮の繊維工場で使われていた大きな作業テーブル、それを囲炉裏を囲むように「車座」空間・人、情報、ココロザシの多重な交流
       ・屋台内での食と会話がはずむ・街区(屋台群)としてイベント実践(季節の食材、大道芸等)・もとは火事で焼失した地元市場・地元住民有志、行政、外部専門家の協働・中心市街地の再生効果の波及中心市街地屋台食共同組合北の屋台       ・屋台空間そのものに親密さがあり、技術的(寒さ対策)制度的(保健所等)の課題をクリアー・屋台の人々の賑わい       ・ねばり強く、かつ楽しく遊びながら試行錯誤
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        タイププロジェクト名1基本属性2内容概要3動機4コスト(2003年)        ・立地条件・所有者・場所特牲・霞金

        ・立地タイプ・運営主体・利用特性僚賃

        ・開始年・利用空聞面穣・収支

        商業空問活用10タウンモビリティらくらくえんオフィス・広島市佐伯区楽々園・KK広重ストア・ショッピングセンターの一角・広重ストアがSCの増床工事・住民と行政の出会い・高齢者の増加・年15万円の寄付金        ・住宅市街地・らくらくえんオフィス協議会・お年害りに電動スクーターを貸し出すサービス・家賃なし
        ・1999年・16重㎡・バッテリー積立金年12万円

        eコモンスペ…ス活用型Hふれあい喫茶グリーングラス・武蔵野市緑町パークタウン・都市再生機構・団地集会室のラウンジ・団地建替えに伴い、近所づきあいが減りf寂しい」の声上がる        ・賃貸住宅団地・団地自治会・カフェ風集会所のラウンジ、ウッドデッキを利用してふれあい喫茶を月1回開催・ラウンジ利用料金無料
        ・2001年・761ぜ・月1万円の売上

        12西小中台団地オープンカフェ・千葉市花見川区西中台・団地権利者990名の共有地・団地の中心広場・団地建替え計画の検討過程で「ソフト」の重要性に住民が気付く        ・分譲住宅団地・団地自治会・月1回程度日曜日の午後に仮設的にオープンカフェを開く
        ・2002年・75量㎡・±0

        f空教室活用型13秋津小学校コミュニティルーム・習志野L市秋津・習志野市・秋津小学校空教室(余裕教室)・1990年生涯学習摺定校になったのを機に活動が始まった・住民による自己管理でコスト削減        ・郊外団地・殺津小学校コミュニテイルーム運営委員会・学校と地域の融合によるコミュニティルームの運営
        ・五995年・約260㎡・他約年3万円

        g公共空間活用型14草津まちづくり交流広場・広島市西区草津・広島市く事業用地)・市有地の空地活用・毎年夏の「まちかどオープンミュージアム」をさらに日常的に生かすために市とかけあう・広島市が整備費支援        ・郊外住宅地・草津まちづくりの会・広場としてセルフビルドで住民が整備、まちの情報発信、交流拠点の場・家賃なし
        ・2003年・92.4㎡

        15長屋門公園歴史体験ゾーン・横浜市瀬谷区阿久和川・横浜市・長屋門、民家、蔵に囲まれた広場・長屋門公園の運営事務局長に最適任の住民が選任された・市からの運営費年900万円        ・郊外住宅地・住民が組織する運営委員会・昔ながらの年間行事、伝承行事を中心に、年間6万人が「むかし」に会いにくる・入件費2入分と光熱費
        ・【992年・公園3。5ha・メンテナンスはボランティアによる

        16京橋川オープンカフェ通り・広,市中区京橋川周辺・広島県(河川管理者)・河川緑地・行政の水の都整備構想」・ホテル事業者の河岸活用・カフェ経営者は事業協賛金を支払う
        ・中心市街地・京橋川水辺のまちづくり委員会・2ホテルがオーブンカフェテラスを6月～10月の間開設・店舗は自前で用意        ・2000年・14⑪㎡/L25㎡

と交流の場を確立している。⑧三八屋のように「時間シ

ェアショップ」として、日によって店主がかわり、喫茶

店、地ビール屋、ギャラリー、工房など時間的多機能混

在というケースもある。〈まちの縁側〉は、小規模多機

能混在のモノ・ヒト・コト・トキ交流の場であるといえ

 る。

3.6場溺の力

元の店舗や住屠の空間的性格が生かされ、土間や縁側

等のもっていた内と外の境堺のとけた開放性、表と裏の

中間にある庭や囲炉裏等の人々の気持ちを集め和ませる

親密性、土壁、漆喰など古い木造空間のもっ優しさ、道

端への打ち水やクーラーに頼らない通風などの身体的快

適性、等のくまちの縁側〉固有の居心地特性がみられる。

さらに、多くが住民たちのセルフビルドによって改造

され、加えて、専門家が古い空間の価値を解読し、それ

を創造的に継承するデザインセンスが生かされているこ

ともその改装・改造プロセスの特微である。

こうした空間の開放性、親密性、優しさ、身体的偲商

性、セルフビルド性、創造的継承性などは、住み手のミ

クロな生活景観にこめられた記憶を触発し育くむ「場所

のカ」の回復・再創造につながっている。

3.7人間力

ご縁があってくまちの縁側〉を志し、運営し、そこに

参加する人々は、出会いと対話を楽しみながらロトを進

めていくことにより、「場所の力」に触れて幼老ともに

各世代とも気もちが晴れわたり、自己と他者の間に開か
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      5縁側活動6場所の力7人間力8今後の課題9キーワードプロジェクト名      ・空間リフォーム前後の特徹・関わる主俸、キーパーソン

      ・記憶のよぴさましとしての場所の特性・入間模様      ・地元の蜷想力・漏察力

      ・スクーターの常連利用者は貸出の前後にスタッフとおしやべり・おもてなしの場としてお茶、お菓子が用意されている。・目立っ場所に位置している、オフィスからマン・ウォッチ・ボランティアスタッフも高齢者、生き甲斐、生活のバリ・住民だけの運営の限界。行政、企業、学校、NPO等との連携高齢者電動スクーターショッピングセンタータウンモビリティらくらくえんオフィス      ・声をかけあえる関係・熊谷氏が区役所でタウンモビリティの可能性を知る
      ・住民自前のカによる実施

      ・住民のふれあいの場・コンサート、ギャラリー活動などのイベント・開かれたおしゃれな場づくり・自治会幹事の女性(50代)、グラフィックデザイナー女性・今後も多様な人材発掘を続けていくカフェ団地集会所非日常的空問ふれあい喫茶グリーングラス      ・非目的利用の場所には、老若男女がふらりと気軽に嵜れる機会を増やす・都営住宅入居者、周辺住民とも交流
      ・ゆるやかな個人主義の連携、おしゃれ心、質へのこだわり

      ・一入でふらりとやってくる高齢者には、なるべく声をかけたり話し相手になってあげる・井戸端会議のような場所・3入の主婦をはじめ住民ボランティア・仮設から常設の場になるか否か郊外型分譲団地共用空間オープンカフェ団地再生西小中台団地オープンカフェ      ・団地中心広場にはパーゴラがあるので、野外カフェを開くのにちょうどよい空間が形成されている・高齢者だけでなく、子どもや若いお母さんたちも交流      ・誰かが誰かのためにやるのではなく、できる範囲で展開

      ・土、日曜の会員どうしの交流(食事会)・様々なサークル活動・工作クラプメンバーによる日曜大工等・4部屋をコミュニティルームとして活用・地域住艮、校長など・まちづくりについて多くの人をさらに育くむこと小学校空教室コミユニテイルーム学社融合秋津小学校コミュニティルーム      ・父親・中高生の居場所・知恵と技の出しあい

      ・学校とコミュニティルームの間はシャッターをつけて時間外管理をスムーズに・共に楽しみ継続していける活動

      ・日常的に子どもやお年寄りたちがおしゃべりする広場・地元住民が描いた絵や子どもの作品の展示の場・総合学習の時間の小学生の休憩の場・セルフビルドで作った広場(大工さんの指導を受けて)・地元の中心メンバー10名ほど+専門家、大学生・作る過程は縁側的であったが、使う過程を縁側にしていくことセルフビルドワークショップオープンデツキ草津まちづくり交流広場      ・オープンな空間ではあるが、普段は誰もいないためアルジ性がなく、人が集まる拠点にまでなっていない・広場ができて、10年間途絶えていた地元の祭りが復活した      ・よそ者にも御輿を担がせる開放性

      ・ミニ門松づくり、餅つき、日本凧づくり、そばづくり、コスモスまっり、女優の一人語り、十五夜コンサート、田舎一泊体験、すいとん祭り、人形劇等々・江戸時代中期の典型的晟家の復元、修理、三ツ間取り、広問型、大型囲炉裏を復元・キー一パーソンの清水靖枝氏とサポーターたち・市民たちが本当に「自分たちのもの」と感じている「まちの縁{期へといっそう育くむこと自立運営ボランティア古民家活用伝承行事長屋門公園歴史体験ゾーン      ・多くの高齢者の知恵とカを引き出す

      ・伝統空間のあたたかい開放感、クーラーにない古い民家の心地よさ・公園や民家が自分にとって居心地のよい場所とする住民たち

      ・商行為を導入することで、それまで河岸に縁のなかった人々が訪れるきっかけとなり、空間の魅力に気付く・カフェを利用する人と歩く人の間の関係性・ウッドデッキ、販売ブース、ピロティなど場所により特性がある・地元住民と事業者がキーパーソン・地域全体としてオープンカフェ通りの環境づくりが育つことオープンカフェ飲食行為都市のオアシス京橋川オーブンカフェ通り      ・樹木が育って河岸緑地は、都市のオアシスとしての要素を備えている・地元女性の花壇づくり、町内会も参加      ・川を次世代に体験させたい

れた関係を育くんでいく。人々は、共通してどんな暮ら

し方を目指すかということに能動的であり、「自立した

個人の存在と、もたれあいではない創造的化学反応」

(⑥ギャラリーライク・エア)がおこったり、「知恵

と技の出しあい」「共に楽しみ継続していける活動」

(⑬秋津コミュニティルーム)を大切にし、「市民たち

が本当に"自分たちのもの"と感じとるくまちの縁側〉

へといっそう育くむこと」(⑮長屋門公園)のような能

動的まち育て志向がみられる。〈まちの縁側〉は、市民

の生きるカ(人間力)を育くむ場であるとともに、それ

は、「場所の力」と「人間力」がお互いに浸しあう関係

を紡ぐ場である。

3.8今後の課題

くまちの縁側〉は、共通して、ストック空間の活用に

よって「場所の力」と「人間力」が高められ、それを通

して住宅市街地再生、コミュニティ活性化に一定の効果

をあげる可能性を秘めていることがケーススタディを通

して明らかとなった。

今後の課題として、「住民主体のタウンマネジメント

へ」(①ふれあいPUB)、「中心市街地の再生効果への

波及」(⑨北の屋台)、「行政、企業、学校、NPO等と

の連携」(⑩らくらくえんオフィス)、「仮設から常設

へ」(⑫西小中台オープンカフェ)などがあげられてお

り、時をかけて、ヒト・モノ・コトの相働く場としての

〈まちの縁側〉活動の持続的展開が待たれている。
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尋.『場所のカ』と『人間力』の相互漫透による

くまちの縁翻〉形成

丸まちの縁側〉は、既存空間の活用を通じて独特の

「場所の力」と「人間力」が相互にかかわっていること

がわかった。そこで先にとりあげた〈まちの縁側〉の多

様な事例の中から、さらに2っの典型をすくいあげ、そ

れらにおける「場所のカ」と「人間力」の相互浸透のし

くみの考察を行ない、〈まちの縁側〉の存在意義を明ら

かにしたい。

鼠唱身韓性が触難される高次元空闘

一『まちの縁鰯鋼《)號《遡

f場所のカ」と「人間力」の相互浸透とは身体性が触

発されるということである。その視点からの典型ケース

として「まちの縁側MOMO」をとりあげる。

唄)身盤はらむ高次元空間

「まちの縁側」とは、多機能混在交流の場として、空

問とふるまいと言葉とその人間とが一体化した小さなコ

ミュニティである。そうした場所は、物理的3次元空間

と人間を属性としておさえる見方をこえて、人間の共感

や記憶や想像力/創造力が常に開かれる高次元空間であ

る。身体性という高次元空間では、場所鵠人と入の交わ

すコミュニケーション・言葉瓢意識=身体として存在す

る。そうした場所のカと人間力の相互浸透を「まちの縁

側MOMO」にっいて考察したい。(pa4・-1)

日々多様な活動の雰囲気が窓外ににじんでいくと、裏

庭をはさんだはなれに住んでおられるひとり暮らしのお

ばあさん(大家さん)は、そのことに触発されて庭の手

入れを夜間にはじめるようになる。突然朝目をうけて草

むらに布袋さんの像がにこやかにこちらを見つめ始める

日もある。MOMOでコモンミール(食事会)が行なわ

れる時など、大家さんにもおすそわけが行なわれる。彼

女は「私はこの年(73歳)になって、こんなに周りの

人々とごいっしょしてもらえるなんて思ってなかった。

長生きしていてよかった。この場所がこんなに輝きはじ

めたことがことのほかうれしい」と言われている。こう

してみると、ここは機能的に薪しい役割を付与された空

間の単なるReuse(再利用)をこえている。そこには人

のかかわりと記憶が蘇生され柔らかい血肉を伴った

Reincamation(場所の魂のよみがえり)という身体性が

触発される高次元空間が実現しえているかに思える。

3)手作業1ま心を勧ぐ一表麗と尊敬

「まちの縁側MOMO」では、月に1,2度「縁側サ

ミット」が開かれている。それは多世代の女性たちが、

捨てられる着物や帯地をもってきてミニ着物やアクセサ

リーにリメイクする、各自の身体性が発露する場である。

鈴鹿市の南部美智代さんはこのことを自らの住む場所の

縁側を開放して、約10年間続けてこられた。その彼女

學邊

2)躍i霧i蒙歴の再生一リインカー皐イション(場醗⑳魂

のよみがえ》)

表3-1でみたように、「まちの縁側MOMO」は、か

つての歯医者さんの家屋のうち診察室、技工室、待合室

を修復して使いこなされている。その空間には、歯科診

療機械や家具調度品もそのままであるとともに、薬品の

においもまだ残っていた。機材やガス・水道管を取り除

くとともに、真っ黒に変色している壁を塗り替え、床を

磨き立てた。技工室の棚板を、NPO会議室の壁際の棚

板にリデザインした。片隅に、小さなキッチンをつくり、

その天板に友人から無料でもらった美しい花模様のある

陶器の流しをくりぬいてはめこんだ。その板ぎれは「M

OMO」の看板となった。廃棄されそうな空間が何ひと

つ捨てられることなく、人々のふるまいを支える空間と

して、視覚的に和みのある場として、他者への案内板と

して活用されることになった。

ここは昼間は「まちの縁側MOMO」として地域の住

民などの和みの場所や、ギャラリーとして、「ぜ一んぶ

カエル展」「小枝アソビ展」「小学校の子どもたちの町

並絵画展」などが行なわれている。夜間は、NPO理事

会やプロジェクト毎の会合に使われている。

塑膿

図を1まちの縁側M◎M◎平面図
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鱗翻麟1
図争2「まちの縁側鯖OMO」は幹繰道路
沿いの戸建住宅・旧歯科医院(写真手前)
を改装して活用している

図4-3NPO理事会の前は、必ず「キッチ
ン石州」の手づくりの食事をいただく

懇階
 毒
ー

㌦'、∴・
!、磐峠卜」

∴み撲'きも'峠…
、謁嘉襲、疇灘_燃
図4-4麹,2度行われる「縁側サミット」

が名古屋の市民活動にも関わり、「古い着物には思い出

がしみついているもんや。作り直しているうちにその記

憶がよみがえり、新しい思い出が紡ぎだされていくん

や」といいつっ、集まった女性たちに手ほどきをする。

彼女たちは捨てられる(かもしれない)ものに新しい

カタチを与える作業を縁側で日差しをあびつつ夢中にな

っていく。思い出に残る古布が突然に美しい愛らしいも

のに変化するとき、心の中にやさしさが溶け始める。

Rgl)wesentatjon(表現)は、人々に美しさや慈しむ心の
感覚回路をひらいてくれる。

ここで表現されたものや先に述べたようなギャラリー

用の制作物がMOMO空間に展示されていく。そこに居

合わせる人々の間には生命へのいとおしみや美しいもの

に趣く心が発露し、お互いの応答過程を通して、その印

象(麺P懲sion)を言葉として発話(EXI)¥ression)して
いくうちに、表現・制作されたものの意味することが

人々の心の中にRepresentation(表現、再現)されてい

く.

捨てられるものに生命を与える表現・制作の相互評

価・交流を通して意味することがRq)rese血&漁脚再現

されていく高次元空間では、かかわる人々の間に共感の

世界がひろがっていく。共感はどんなに短い時間であっ

ても、人々を心の習慣・常識から解き放ち、新しい価値

や意味に触れさせてくれる。その瞬間、人々の間にお互

いをR㈹ecい敬愛する心がにじみはじめる。表現・制

作、評価・交流の流れは、ヒトとヒトの問に相応敬愛の

関係を生み出す。

尋)おもむきの心を促す

「まちの縁側MOMO」はささやかな場所でのささや

かな試みが始まったばかりであるが、そこには

Re癒carn&tk}n(場所に魂をよみがえらせる)、

Repwesentation(表現)、Re甲㏄t(敬愛)という場所
の力と人間力の相互浸透するコミュニティ空間形成のソ

フトなキーワードがかくされている。

これらのキーワードの背後には「縁側サンス」がある

と思う。ここでいう「縁側サンス」とは、内と外の間、

そして自己と他者、人間と自然、人間と人工、過去と未

来の間にゆるやかに溶け合ったリバーシブルな相互に反

転しあうような開かれた関係づくりに趣く態度であり、

そうした柔らかい関係の趣に共感する心のことをいう。

英語のg.emseが「感覚」、「意味」という2っの意味

しかないのに、フランス語のse齪(サンス)には、それ

らに加えて「方向」という意味があり、日本語には「お

もむく」「おもむき」(赴・趣)と、もっとニュアンス

豊かな言葉がある。

関わる人々の問に共通のsezNg、おもむき、方向感を分

かち合うめぐみの状況が生成する時、ヒト・モノ・コト

の間に滑らかなめぐりが作動していく。

5)事i翼と感覚との融合をもたらすくまち⑳縁鰯〉

「まちの縁側」とは、事実的なものと感覚的なもの、

自己と他者、過去と未来がゆるやかに融合する柔らかい

関係の「おもむき」(感覚・意味・方向)に共感する心

を回復・再創造するコミュニケーション空間である。

Reinctfirmation(場所の魂を甦らせる)実現の背景には、

古い空間と古材を見事に生かし薪しい価値を創造しえた、

Be.fore&A危erDesig簸にかかわった設計者のおもむきへの
配慮がある。創造的表現には既存の空間が潜在させてい

るおもむきをもっと強力に表現することが必要である。

一方、ReSPOi1se・応答することに日常的に赴く市民の
間柄には、言葉によるコミュニケーション、ふるまいの

共有化によるコミュニケーション、食事をこしらえる側

と食べる側の発生するおいしさの感覚的なものを分かち

合うコミュニケーションなどが生まれる。そのことを通

して、近代・現代が損なっている感覚的なものと事実的

なもののギャップをうめるおもむきの心を回復・再創造

してくれる。

以上のように、「まちの縁側MOMO」には古い戸建

住宅の改装・再活用によって、場所の力と人間力の相互

活性化、とりわけ、ふるまいと言葉と表現と空間が一体

化した場所が実現している。それは、現代が喪失してい

る人々のおもむきの心を促す身体性のある高次元空間と

しての〈まちの縁側〉の創造として注目される。
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4.2f笑eSCOWhix.1における共食の場

一元気高齢者が教える『手をかけた料理』と要

支援高齢者との『共食』

元駄菓子屋、散髪屋などのコミュニケーションの生み

やすい場所の力を生かして、「食」という人間の生きる

カを根源的に高めてくれるふるまいを共有している「笑

顔Coコ頚x」をとりあげる。

(3)子ども

・料理を習う、遊び感覚の学習

・自分の母親たちが作らないおかずや食材との出会い

・地域の大人との交流、先生や親とは違う大人の存在
への認識

・接したことのない要支援高齢者と共に食べながら過

ごす経験(高齢者を"知る")

1)『食』の文化とNro活動

近代化による効率惟追求のもとに切り落とされ、失わ

れてきたものの一つに「料理に手をかける」ことと「共

に食べる」ことがある。「手抜き料理」と「孤食」とい

う流行語が代表する世の中で「食」の文化の貧弱化は子

どもたちの教育・人間形成にも大きな影響を与えている

と考えられる。

NPO"笑顔"では夏休みの企画として小学生の子ど

もたちを対象とする料理教室を開き、出来上がったお料

理をデイサービス利用者と共に食べる企画をしてきた。

摘んできたよもぎを使ってのだんご、臼本料理の基本

技術の全てが含まれる白和え、忘れられつつある野菜を

使った冬瓜のスープ煮などを子どもたちに教えながら、

「食」の文化的奥深さや、「食」でもてなす心や、

喰」を共にする喜びを感じとる機会と体験を提供した。

ここに関わる3者はそれぞれが、自分の立場での意義

と喜びを見出している。

2)関わる3者それぞれが見出した『共食』の成累

(1)元気高齢者

・孫世代の子どもに料理を教える機会を得て、企画段

階から張り切る(内面的エンパワーメント)。教え、

育てる、全プロセスに喜びを見出す

・料理好きな人が特技を披露して自ら楽しむ機会

・要支援高齢者を支える自分たちの役割を確認する生

きがいを感じる

・お互いを知らない地域の人々に出会いの揚を提供す

る歓び

(2)要支援高齢者

・孤食ではなく「共食」であることの喜び

同世代の仲間だけでなく、孫世代よりも幼い子ども

たちと食べることは楽しさが増す,食欲が増す。い

っもよりたくさん食べられる、{建康であることを実

感する("老い"の克服)

・他の話題では他世代とのコミュニケーションがとり

にくくなっている高齢者も自分達の時代の食経験を

語ることは可能で、社会からの疎外感を無くす

・もてなされるうれしさ

・食や生活文化の伝承(食事の前後に戦後の体験談な

ども話す)

tt、、撫欝慈銭i…

簸灘縮麟憾磯灘・欝
瓢灘深鱗鱗』.1

脇_・翻槻蝋二灘猟嚢蟻灘

撫囎雛・欝糖鞭桑
,、ゴ嵩・.勲零雛輝欝

}〆触輔爆・、狐、_鷺騨勢ひ磯一
、蕪籍撫簸、墜._ぬ..

図牛5「今日も元気で会えてよかったね」
と食前酒で乾杯

長住'」響

駐車爆入口

'公團

「一幽77▽矛7滞
、).,1罐饒卜一＼、一一
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図4-6NPO``笑顔"配置図兼1階平面図
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読みきかせ教室
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図を72階平薗図
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3)共に食べる時間をより豊かにするためのプRセス

(1)子どもたちが「食」を通して人を「もてなす」こ

と;食べる行為だけではない準備と食後のたのし

みの大切さを体験する

・NPO``笑顔"の近所の人(花を育てるのが趣味の

人)の庭に咲いた多種の花を朝摘み取って届けても

らい、早めにデイサービスに来る要介護高齢者と子

どもたちとが一緒になっていくつもの花瓶に生ける。

花の名前を教えあったり、取り合わせを相談しあっ

て、食卓に飾る花を準備しながら互いに少しずっ打

ち解ける。

(2)テーブルセッティングなどの心遣いも学ぶ

・食卓の座席に、``笑顔'の裏庭でとってきた葉っぱ

に名前を書いた紙をおき、高齢者と子どもたちが混

ざり含って座る。一緒にひとつの食卓を囲む喜び。

・食卓を華やかにする演出。冬瓜の皮で作ったスープ

ボール。丸いコロッケをりんごに見立てて庭の木の

葉っぱをさす。

(3)食事前後の活動も高齢者と共に行う(行為を豊か

にする共感の時間の流れ)

・食後は地域のボランティア歌手とピアノによるミニ

コンサート。イタリアやドイツの歌を鑑賞した後

「夏の思い出」など、子どもも高齢者も一緒に歌え

 る歌を皆で歌う。

(4)心身の弱っている要支援高齢者が地域に暮らし続

けることの意味を、「共食」を通して子どもたち

とともに多角的な視点から捉えなおす。

食事づくりに
よる生きがし

共に作ることに

よる学び合い

糞援灘齢巻

/…療

醤

/

尋)『共食』の場における『まちの縁翻』釣コミュニ

ティ空間のしくみ

(1)上記の企画による共食は、心豊かな生活の創造と

人間の共感、子どもの体験学習、高齢者の記憶の

呼び覚まし、文化の確認、生きる喜びを分かち合

えるくまちの縁側〉活動であると言えよう。この

活動は、子ども、元気高齢者、要支援高齢者がそ

れぞれに自分の居場所をもちながら、他者と関わ

りあう歓びを体感しっつ、そこに小さなコミュニ

ティを育成しているプロセスである。交し合う言

葉や目線や笑顔のなかに、お互いの信頼やつなが

りを築いていく。特に要支援高齢者にとって、子

どもをはじめとするいろいろな世代の人が集まる

ことの中心に自分がいることにより、高齢者も地

域社会の一員であることの安心を感じることがで

きる。味覚だけではなく五感をフルに働かせる共

食の場での「おいしいね」という言葉に内包され

るものは、身体性のある確かなコミュニティ空間

としてのくまちの縁側〉の存在である。

(2)「共食」に関連するものとして、最近コミュニテ

ィレストラン``カレーと抹茶の店"をオープンし

た。その趣旨はデイサービスや多種のクラブに来

る以外の人々にも気軽に立ち寄るサロンを設ける

ことである。そこでは、「食べる」ことをきっか

けにコミュニケーションを生み、人々の出会いと

情報共有を促す。「食」が介在することにより、

おしゃべりが弾み、心を開かせる効用がある。サ

ロンは自由な雰囲気であり、それは縁側本来のも

つ場所の力としての空間的豊かさと偶発的な出会

いの可能性に、身体的動きと人間関係の内外への

拡張を相乗させ、場所の力と人間力の融合として

のくまちの縁側〉となるであろう。

(3)こうしたしくみを図化すると、図4-8のように

なる。ここには要支援高齢者と元気

老人ボランティアと子どもたちの幼

老融合が食を媒介に成立しているこ

とがわかる。高齢者と子どもたちは

高齢者との

関わりの体験

それぞれの立場で共食の輪のなかで

楽しみを見いだしている。また、元

気老人たちは、その中心的役割を果

たすことにより生きがいをもち、食

育における高齢者支援は、要介護者

に対すると同時に行われている。

図4-8共食の輪
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5.結び一「作られたもの」から「作るもの」への変容

くまちの縁側〉とは、内と外の境界のとけた、小規模

多機能混在の、出会いと交流のある柔らかい場所のこと

である。本研究では、その典型事例16のケーススタディ

と2事例の詳細考察を通して、〈まちの縁側〉の必要性

と可能性の論拠をあきらかにしてきた。全体を通して〈

まちの縁側〉特性と、それが高齢少子社会の住宅市街地

再生に基本的にどのような潜在的効果をもちうるかにっ

いて言及し、結びにかえたい。

〈まちの縁側〉づくりは、捨てられているもの、ある

いはあまり利用されていない空間が新しい状況のもとで

人々の出会いと交流のあり方を求めて、ヒト・モノ・コ

トの相互作用豊かな高次元空間としての「場所のカ」が

回復・再創造されるプロセスである。それは、従来の専

門家主導によって「作られたものj(ハード)から、市

民主導、又は市民・専門家・行政の協働によって、ヒ

ト・モノ・コトのからみあいの豊かさを「作るもの」

(ソフト)へと変容する主体的な能動的な営みである。

注3)

〈まちの縁側〉の外面的あらわれは、主に既存空間の

改変・リノベーションの成果として多様な小規模多機能

な場であるが、その一方、その内面的特性は「作られた

もの」から「作るもの」への変容過程にある。「作る」

とは、モノ・ヒト・コトの結合を変ずることである。

例えば、「まちの縁側MOMO」では、使われなくな

った木造家屋のモノのもっていた資源性を生かして親密

な会合・展示空間に改変し、オーナーのみならず新たに

ここに参加する人々にも何かなつかしい感覚を呼び覚ま

し、場所の潜在的力が回復・再創造されていった。「作

られた空間」の主体的改変を通して、記憶を呼びさます

という人間のイノチとしての意識を「作る」過程が生ま

れてきた。

また、「笑顔Co・mix」では、古い店舗がかもす「下町

的な人情味のある」「生活そのものを包みこむ」場を生

かして改造されたデイサービスには、お年よりだけでな

く、子どもたちを対象とする料理教室が開かれ、食を通

じて幼老融合の生活の価値が顕在化してきた。そこにも

「作られたもの」に受身的に従うのではなく、新しい生

活の価値を「作る」ことに能動的に関わる関係が生まれ

ている。

〈まちの縁側〉とは、「作られたもの」の豊かさを生

む産業・技術・制度化の網の目が過剰に人々の生活世界

を侵蝕している時代にあって、生活者ひとりひとりが他

者との間の自由でゆるやかな関係づくりによって、人間

的な居心地のよさを「作る」過程であり場である。

現代社会が、「モノ・カネ・セイド」偏重と「作られ

たもの」過剰の社会的しくみを押しひろげたために、高

齢者や子どもにとって生きにくい状況とまちの元気衰退

という現象が起こっている。それに対してくまちの縁側

〉は「ヒト・クラシ・イノチ」尊重の視点から、モノ・

ヒト・コト・イノチの相互作用の関係性を豊かに市民が

主体的に「作る」という新しい状況づくりをもたらして

いる。そのことによって現代社会特有の危機を乗り越え

させる可能性をもっているのではないだろうか。

これまでの社会的課題への対応・対策は、研究的にも

政策的にも、住居・福祉・児童・環境・景観・商業・経

済などの各領域を縦割的にとらえてきている傾向が強い

が、〈まちの縁側〉発想は、領域横断的であり、「場所

のカ」回復・再創造と「人間力」育くみを相互浸透的に

とらえる意味=感覚=方向(おもむき)に特徴がある。

本考察を通して、〈まちの縁側〉は、ヒト・モノ・コ

トが相互的で相働く「場所」的関係と、それらが相働く

ように志し行動することに楽しさと生きがいを見出し、

自己と他者の間の柔らかい関係のおもむきに共感する

「人間力」の両面を育くむ点で、高齢少子時代の住宅市

街地再生をめぐる社会的課題を横断的に解きほぐす潜在

的可能性を秘めていることが明らかとなった。〈まちの

縁側〉は、「場所の力」と「人間力」の相互のからみあ

いを豊かに「作る」点において驚異的な多様性をもって

いるが故に、コミュニティ再生における内発的エネルギ

ーをはらんでいる。

本研究は、〈まちの縁側〉がそうした社会的・計画的

意義をになっていることに向けて未だ初歩的考察の段階

にすぎないが、今後「作られたもの」から「作るもの」

への変容能力をもっ多様なくまちの縁側〉の実践的研究

をさらに継続していきたい。

〈注〉

注1)ドロレス・ハイデン著、後藤春彦他訳:場所のカーパブリッ

ク・ヒストリーとしての都市景観、学芸出版社、2002年

注2)延藤安弘:出会いのデザインとしての〈まちの縁側〉、

C&D132号、2003年12月、では次のように定義した。<まちの

縁側〉とは、地域の諸資源(人問、歴史、文化、景観、産材、資

金、組織など)を生かし、人間本来の創造的営みを活性化させる

柔らかい出会いの場所である。

注3)モノ・ヒト・コトの「相働く場所」の哲学を考察した西田幾

太郎は、みずからを世界が創造される「場所」にまで高めるため

には、「作られたものから作るもの」への変容の重要1生を述べて

いる。清水高志:セール、創造のモナドーライプニッツから西田

まで、冬幻舎、2004年、pp204-240
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